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第５５３回例会 平成２１年１月１５日(木) プログラム「外部卓話 弓場貿易 弓場秋信様」  

 

前回第５５２回例会[1月 8日（木）]の報告  

鹿児島市内ＲＣ新春合同例会  於：サンロイヤルホテル 
【新春の挨拶】                   

国際ロータリー第2730地区ガバナー 安満良明 
鹿児島市内分区合同例会開催にあたり新春の挨拶

を申し上げます。まずは、あけましておめでとうござ

います。私が言うまでもなく、アメリカに始まった金

融破綻の波は、あっという間に世界を呑み込み、私た

ちの足元にもひたひたと押し寄せています。時代のグ

ローバル化の波は良きにしろ悪きにしろ自分だけ避

けたくても避けられない世の中になりました。まるで

ロータリー発祥の時代に帰ったような世相です。振り

込め詐欺が横行し、食品の産地は偽装され、たくさん

の方々が職を失い、不安だけが走り回り人々を混乱さ

せています。だからこそロータリーの原点に戻ろうと

言ったら、きれい事でしょうか。親睦と相互扶助に始

まったロータリークラブ。職業奉仕の理念と実践で大

きく広がったロータリー。今でもここにロータリーの

由縁と魅力とがあるように思えてなりません。 
会員増強も大切です。しかしそれ以上に会員維持

（退会防止）が重要です。せっかく同じロータリーク

ラブの会員となられた皆さんです。ベテラン会員も、

新会員も互いに大切にしましょう。次々年度は鹿児島

ロータリークラブをホストに伊藤ガバナーが誕生い

たします。鹿児島市内分区の皆様には、たくさんのご

協力をお願いし、皆様のご活躍を期待して、新春の挨

拶といたします。 
 
【市内ＲＣ新春合同例会挨拶】 
        鹿児島東ＲＣ 会長 中川大作 
皆様、あけましておめでとうございます。 
２００９年の年頭にあたりまして、鹿児島市内ＲＣ

10 クラブの新春合同例会の開会のご挨拶を申し上げ

ます。 
まず、ご来賓の岡積常治鹿児島県副知事様には、ご

公務ご多忙の中ご来席を賜り誠に有難うございます。

市内ロータリークラブ会員を代表いたしまして、厚く

御礼申し上げます。そして市内 10 クラブの会員の

方々にも多数の出席を頂き、新年をお迎えして合同例

会を盛大に開催できます事を心から御礼申し上げま

す。 
さて、昨年はご存知のように鹿児島は「篤姫ブーム」

により、全国でも注目された年でありました。この篤

姫効果が一過性のものではなく、鹿児島にとって継続

的なものとなりますよう願うものであります。また、

良いことばかりではなく昨年の金融危機が及ぼす影

響は世界中を巻き込み、地方都市のわが鹿児島にも多

大なる影響を与えていると言えます。経済が失速する

中でも、ただただ悲嘆するだけでは新しい希望の光は

見えて参りません。中国の清の時代に「太平天国の乱」

を鎮圧した曾国藩という政治家が「人生、冷に耐え、

苦に耐え、煩に耐え、閑に耐え、もって大事為すべし」

ということを言っております。今まさに、ロータリア

ンの私たちは「四つのテスト」にも象徴されますよう

に、人生の生き方、経営のあり方、奉仕のあり方につ

いて、もう一度基本に立ち返って、元気と明るさを取

り戻さねばなりません。ここに来席のロータリアンの

皆様一人一人が輝けば、大きな輝きとなります。皆様、

ぜひ明るい希望の灯火を輝かせていただきたいと思

います。 
昨年の 12 月に鹿児島南ＲＣの 50 周年式典がござ

いました。今年は、4 月に鹿児島北ＲＣの 20 周年記

念式典、5 月には鹿児島東南ＲＣの 40 周年記念式典

がございます。各クラブが粛々と歴史を刻み、さらな

るご発展を遂げられることをご祈念申し上げます。 
最後に、新しい年が皆様にとりまして、素晴らしい

１年となりますよう、また、充実した１年となります

ようご祈念いたしまして、市内 10 クラブ合同例会の

開会の挨拶と致します。有難うございました。 

  



 
＜鹿児島市内ＲＣ新春合同例会＞ 
鹿児島市内分区会員数４９０名 出席者数３３１名  
会員出席率 67.55％ 担当世話ｸﾗﾌﾞ：鹿児島東ＲＣ 
 
【年頭所感】      鹿児島県副知事 岡積常治 
皆様、新年明けましておめでとうございます。ご家

族ともども清々しい穏やかなお正月をお過ごしにな

ったことと存じます。また、皆様には県政運営にかね

てから格別の御支援ご協力を頂いております。心から

感謝申し上げます。 
毎年のことではありますが、初詣や初泳ぎの様子が

報じられました。私も初詣に行きましたが、例年より

人出が多いように感じられました。厳しい世相の折

人々の思いの表れなのかと思うことでした。新しい年、

平成 21 年が皆様お 1 人お 1 人にとりましてよい年に

なりますよう心からご祈念申し上げます。 
さて、昨年の世相を表す漢字は「変」ということで

ありました。ガソリン価格が１年間に２００円近くま

で上昇したものが１００円まで下がるというような

こと、アメリカ大手証券会社の破綻、株価暴落などが

ありました。ちなみに前年は、「偽」でした。食品偽

装などがありました。地元紙によると昨年平成 20 年

の県内十大ニュースは「篤姫ブーム」もありましたが

ほかに「汚染米」「産業廃棄物最終処分場」の問題や

「大型店の閉店」「会社の撤退」などというのもあり

ました。国も世界も１００年に１回のご案内のような

ことでまさに何もかもが変わっていく世界の大きな

変わり目に今私たちは、遭遇しているような感じもい

たします。 
今年は丑年、己（つちのと）の丑年であります。い

ろんなところで耳にされておられるかと思いますが、

干支の丑の字は「芽が種子の中で生じてまだ伸びるこ

とのできない状態を表しているとされておるそうで

あります。昨年は、戊（つちのえ）のねずみでありま

してこれも新しい命が、種子の中に萌し始めるという

ことのようであります。変化の中に、しかし新しい何

かが始まる時に居合わせたのではないかと思います。

終わりの始まりという言葉がありますが、今我々は、

始まりのはじまりに出会っているのではないかと思

います。 
さて、昨年末鹿児島県では、現下の厳しい雇用状況

に対処するため当面の緊急対策を打ちました。臨時職

員の県庁への直接雇用でありますとか、道路河川の清

掃作業等をしてもらうための事業でありますとか、県

営住宅や職員住宅の提供でありますとか、新しい融資

メニューの追加でありますとか全体で４０億円規模

の緊急の対応をさせて頂きました。同様の対応をほか

のいくつかの県でありますとか、市町村でも実施がさ

れたとの報道もなされました。国の対応を待てないと

いうことでもあるかと思いますが、国の２次補正や当

初予算の成立をまってさらにメニューを追加すると

いうことにもなるかと思います。 
先日開会された国会で審議が始まった国の２次補

正や２１年度の当初予算は、全国知事会を始め地方の

要望に配慮した案になっているようであります。国の

予算まちの状況の中で国が具体的な手が打てない状

況の中で、本来国の役割である雇用の安定について、

地方が一定の行政施策を講じたというのは地方の時

代を加速する流れではないかと思います。地方のこと 
は地方がしっかりやるということが始まっていると

いうことを実感しているところでもあります。とは言

いましても、これまで以上に厳しい行財政運営を強い

られるということになるのは間違いのないところで

あります。 
１月５日仕事始めで、伊藤知事からは、現在の混迷

した不透明な閉塞感のある環境の中ではあるが、こう

いう時こそ新しい時代を見据え、楽観し行動し考える

ことが必要だという話がありました。また、厳しい状

況のなかではあるが、次の鹿児島の発展につながる事

業、県民生活を支える事業、雇用の確保等、重点課題

について、いろんな知恵を出して新年度の予算編成に

向かいたいという話もありました。知事のマニフェス

トにありますように「持続可能な行財政構造の構築」

のための歳出項目の抑制や歳入確保への取組みなど

の「持続可能性への挑戦」「産業おこしへの挑戦」「鹿

児島おこしへの挑戦」の３つの挑戦と「医療・福祉」

「食料」「環境」の課題に知事を先頭に県職員が、ひ

とりひとりそれぞれの持ち場で最大限の努力を尽く

すことが求められているものと思います。 
公共関与による産業廃棄物最終処分場などの諸問

題についても、引き続き地域の方々の理解が得られる

よう取り組むことなど全力を尽くすこととしており

ます。新幹線の全線開業もあと２年となりました。全

線開業効果を県内各地域に波及させ活性化につなげ

ていく必要があります。 
昨年は、篤姫で鹿児島は元気をもらいました。「一

方を聞いて沙汰するな」とか「女の道は一本道」とか

全国の流行語にもなったようであります。インターネ

ットでも随分とヒットします。ねんりんピックも大成

功といって良いのではと思います。ということで、ポ

スト篤姫も大きな課題かと思います。実は今度の日曜

日（１月１２日）九州・山口の近代化産業遺産群の世

界遺産シンポジウムを南日本新聞社のみなみホール

で開催します。私たちの地域の先達たちが、どのよう

な努力・取組をしたか、日本の近代化を成し遂げたか

を広く世界に伝える機会になるのではないかと思い

ますし、鹿児島の魅力の発信力をさらに増すのではな

いかと思います。 
７月には、十島村を中心に種子島や屋久島、奄美大

島等で、継続時間が今世紀最大の皆既日食が観測でき

ます。国内外から多数の観測者や観光客などの来訪が 



予想されており、大型クルーズ船によるツアー等も計

画されているようであります。このような様々な機会

を通じて鹿児島のＰＲにも積極的に努めていきたい

と考えております。それから、私どもの課題として考

えないといけないと思いますが、鹿児島には、まだま

だ豊かな地域社会が残っています。いわゆる「ゆい」

の精神も息づいていると思います。これらをもう一回

きちんと考えるときではないかと思います。これから

の地域社会を考える時、これまで当然に地域の財産と

してあった「近所づきあい」「互助の精神」「近所の助

け合い」とか「地域のコミュニティ」、といった「形

のないもの」にもう一回 目を向け、その整備・構築

に力を尽くすべきではないかと思います。 
行政と地域の自治会、ボランティア、ＮＰＯ，企業

などの様々な団体やグループが連携・協力し、地域に

必要なサービスを提供する新しい仕組み作りを進め、

地域のことは、地域で解決できるような地域社会を目

指していきたいと思っております。財政問題をはじめ

本県を取り巻く状況は厳しいものがありますが、鹿児

島には、ご案内のように豊かな自然、昔ながらの食文

化、生活文化、温泉など本物の素材に溢れております。 
「本物。鹿児島県」には明るい未来があると信じて 

伊藤知事を先頭に「力みなぎる・かごしま」の実現に

取り組んで参りますので引き続きご理解と後支援を

よろしくお願い致します。 
今年１年が皆様と皆様のご家族にとりまして、実り

多く幸多いものでありますことを心からお祈り申し

上げます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

 
 

市内他ＲＣプログラム  ★例会時間・場所等の変更  

月日曜 ＲＣ プログラム 例会場 
1 月 16 日（金） 鹿児島ＲＣ ゲスト卓話 日本政策投資銀行  

南九州支店長 水野雄司様 
山形屋 

1 月 19 日（月） 中央ＲＣ 会員卓話 本坊和夫君・今村義三郎君・泊勝夫君 
「年男年頭所感」 

山形屋 

1 月 20 日（火） 東南ＲＣ 会員卓話 市来・渡海谷会員 ｻﾝﾛｲﾔﾙﾎﾃﾙ 
1 月 20 日（火） 城西ＲＣ  クラブフォーラム（ＩＭ打合せ） 東急イン 
1 月 21 日（水） 南ＲＣ ゲスト卓話 尚古集成館 田村館長 ｻﾝﾛｲﾔﾙﾎﾃﾙ 
1 月 21 日（水） 西ＲＣ ゲスト卓話 徳永健生様 山形屋 
1 月 21 日（水） 西南ＲＣ クラブ協議会(各委員長・下期へ向けて) ゆうづき 
1 月 22 日（木） 東ＲＣ 定例夜間例会日 フリートーキング 山形屋 
1 月 22 日（木） 北ＲＣ  会員卓話 上野会員 東急ホテル 
 

出 席 報 告 会員数 出席数 出席率％ 

第 552 回 1月 8日(木) ５２ ４０ ７６．９２ 

第 550回 12月 11日(木)訂正 ５２ ４６ ８８．４６ 

《次回（第 554 回）例会のお知らせ》  
日 時：Ｈ21 年 1 月 22 日(木)12：30～13：30 
場 所：東急イン２Ｆ 
ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ：会員選考・研修委員会担当 
 

ポール・Ｐ・ハリス 略伝 ① 
（PaulPercyHarris） 
“世界は常に変化している 
ロータリーは、この世界と共に変化して 
成長していかねばならない 
ロータリーの物語は 
幾度も書きかえられねばならない“ 

『ポールＰ．ハリス』より 
1868 年 4 月 19 日、シカゴ市ウィスコンシン

州ラシーン市 5 番街 316 番地で、ジョージ・

ハリスとコーネリアの二男として生まれる。

父母の両家は富豪であったが家庭的にはあま

り恵まれず、3 歳の時家計困難で兄とともにバ

ーモント州に住む資産家で賢明にして厳格な

祖父母に養育される。祖父母の教育とこの町

で村人が互いに職業を利用しあって楽しく生

活していたことがハリス少年の記憶に残り、

後にクラブ構想の発端となる。幼少時代から

高校までは、ハリス自身「いたずら少年」だ

ったと言っているが学校での知性と指導力は

優秀であったといわれる。19 歳でプリンスト

ン大学に入学するが祖父の死に合い、大理石

会社で 1 年働く。敬愛した祖父の弁護士希望

を知り、法律事務所で法律を勉強しアイオワ

大学法律学部に入学。23 歳で卒業。 
5 年間アメリカと世界各地の見聞と職業体験

を決意。新聞記者、果樹園労務者、ブドウ包

装工場、商業高校教師、劇団役者、カウボー

イ等の職業を経て、大理石会社では世界各地

買付けに回った。祖父母から他人に対する寛

容、思いやり、優しさ、尊敬の念の尊さを学

んでいたのに加え、この 5 年間の尊い経験か

ら職業と親睦と奉仕の偉大さを知った。 
28 歳で振興都市シカゴで弁護士を開業。 
当時アメリカ社会変動期で、あらゆる人種、

信条、文化坩堝は犯罪、汚職、暴力の 
巣屈で利己主義・悪徳商法が横行して 
いた。（ロータリー情報集より） 
   
 


